
 

 

 

 

 
 
企業から頂いた作業がメインの活動となるともいき宝

池和順ですが、毎日同じ活動を繰り返しているのは利用
者さんにとっていい事なのか…との疑問から、利用者さ
んの意志決定支援を観点に、作業について利用者さんと
一緒に考える「受託生産会議」を行いました。 
今回は新たな試みとしてまだまだ現在進行形のその事

例と経過についてご紹介します。 

みんなで考えよう！受託生産会議 
精密機器の段ボール箱

を折り、折った箱

を一まとめに縛

る作業をし、企業

への納品も行っ

ているＫ作業。日

頃から一日に出

来る生産数を増

やしていく事を目標

としています。その作業の主力メンバーの Oさんは

作業課のムードメーカーでもあり、とても頼りにされ

ています。そんなOさんですが、気分が乗らないと

作業に入らない事や、ふざけて箱の紐を何重にも巻

いてしまう事がしばしばありました。自分

のそんな行動を実はとても気にはして

いる様子のOさん。そんなOさんの

思いを聞き、気持ちよくお仕事をして

頂くために、もう一人の主力メンバーの T

さんも交え、作業課の職員と共に「受

託生産会議」を行いました。 

この会議を行うにあたり 

①利用者さんが安心して会議に

参加出来る事 ②利用者さんと

職員は同じ立ち位置で考える事 

③具体的に目標を決め、活動内容を明確

にする事 ④一度きりにせず利用者さんの

様子を見ながら会議を開き、見直しをしていく事を

基本としました。また、事前に利用者さんには会議の

日時と目的、出席する職員をお伝えした上で第 1

回、その見直しとして第 2回と会議が開かれまし

た。 

この時のOさんは、会議というとケア会

議など自分の事を話し合われる場という

認識もあり、非常に緊張した面持ち

でした。この会議では、企業より依

頼されている箱の生産数から、午前

中に仕上げてほしい箱の数をお伝

えしました。また、他の作業課の作

業が無い時には K作業の箱折りを行っています

が、この作業課にはまた別の作業をお願いしたいの

で、Oさんと Tさんには、毎日同じペースで箱を仕

上げてほしい事もお願いしました。Oさんはどうした

ら毎日箱の数を安定して仕上げる事が出来るか考

え、職員にこんな要望を伝えてきました。まず、毎日

同じペースで作業を頑張るのは大丈夫という事、そ

れを維持していくには「午後は翌日に向けて休憩の

時間にしたい」という事でした。また、「納品は大好き

な男性職員と一緒に行きたい」との事でした。その思

いを受け、翌日にむけて Oさんが休憩しやすい環

境を整えるため、周囲の目線が気にならないように

カーテンを付けた部屋や、気まぐれ屋の活動がある

火・木曜日は一室を Oさんの休憩用に開放しまし

た。また、納品も出来る

限り指名した男性職員

と一緒に行けるように

配慮しました。そうした

事でOさんも安心した

ようで、毎日安定した箱

の数を仕上げられるよ

うになりました。 

 

今回の受託生産会議によって、以前より Oさんに

も落ち着きが出てきたようにも感じます。利用者さん

の思いを聞く機会を設けた事で、私たち職員が利用

者さんに対し一方的に目標を高く設定しすぎていた

事に気づかされました。目標達成していくためには、

スモールステップで考えていく事が利用者さんの達

成感や満足感に繋がると感じました。また、利用者さ

んの思いを受け、その思いをチームで考える事で、

様々な角度からのアプローチが可能となる事にも改

めて認識出来たと思います。 

まだまだ取り組み始めた試みですが、これから利

用者の皆さんが自己実現出来るような支援、そして

応援出来る体制をともいき宝池和順ではどんどん整

えていきたいと考えています。(和順 永井 板倉)  
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ともいきライフ住吉では毎週火・金曜日に音楽活動を

行なっています。音楽活動では歌唱や楽器演奏をして

います。今回はその中からハンドベル演奏を紹介したい

と思います。 

ハンドベル演奏では５名の利用者さんが

職員と一緒に曲を決め演奏を行っています。

誰が何色の音を担当するかも相談して決め

ています。 

施設行事のお祭りや忘年会、職員の歓迎会

や送別会では、他利用者や職員の前で演奏会

をしています。 

そして「次は何の曲にしようか！」とすぐに次回を楽しみにしている様子が見られます。 

     ハンドベル演奏では利用者さんが「演奏会」という目標を持ち、一人ひとりが 

        自身の役割を知り、一生懸命取り組んでいます。 

今年度は７月の夏祭りで「われは

海の子」、１０月の住吉祭りでは「里

の秋」の演奏をしました。演奏会で

は集中し一生懸命演奏をされてい

ましたが、終わると笑顔で発表した

感想を職員とお話をされている姿が

ありました。 

                       まもなくスギやヒノキの 
                       花粉が飛散する時期が 
                       やってきます。 
                       今春の花粉は例年の 
                       ２倍以上！？と予測されて 
                       います。 

                      花粉症の備えは万全ですか？ 
                      毎春花粉症で悩まされる方も、 
                       まだ発症していない方も 
                       しっかりと花粉症対策を 
                             とりましょう。 

予防のための生活習慣 

疲労や睡眠不足は免疫反応に影響し、アレルギー反応が起きやすくなります。日ごろから栄養バランスの取れた食事、規則正
しい生活、十分な睡眠を心がけましょう。食事の面では、免疫機能の維持や目・鼻の粘膜を保護するためには、大葉や青魚、
トマトなどが有効です。また、体を温めるネギ、ニラ、ショウが、大葉、ウドなどは花粉症の症状を緩和します。 
そして、ビタミンA・C・Eを含むブロッコリー、ニンジンをはじめとした緑黄色野菜は、アレルギー症状の悪化を抑える働き
があります。食事に関しては、いろいろな情報があります。調べてみると面白いかもしれません。 

花粉症の治療を始めるなら！ 
毎年、花粉症でつらい思いをしている方は、症状の出る前や軽いうちから治療を開始する「初期療法」をお勧めします。前も
って薬を飲み始めることで、症状が出る時期を遅らせ、花粉が飛ぶ最盛期の症状を軽くする効果が期待できます。今年から症
状を自覚する方もいると思います。『私は、花粉症じゃないから…』と受診を後回しにせず、早めの受診を心がけたいですね。 

花粉症対策を万全に！ 
実践したい花粉症対策 



 

 

グループホーム職員 木下文夫 
 
私の勤務するグループホームは早朝勤務があ

るため、いつの間にか早起きをするという生活

スタイルになっています。信毎の朝刊の配達が

ちょうど４時 15 分で、通常はそのバイク（カブ）

の音で目が覚めます。この時間は１年中正確で

目覚まし時計は必要がないくらいです。起床後、

５時から BS ワールドニュースのアジア版を見て、

６時からはヨーロッパ版を見ながら朝食タイム

をしているのですが、ご存知のようにニュース

の内容は災害や戦争、人権など深刻なものばか

りですので、次第に暗い気持ちになってしまし

ます。これが蓄積すると情報過多による心身の

ストレスへと発展します。枡野俊明さんの『放

っておく力』（三笠書房 P102）に「情報の入り口

を時々ふさぐ」というセンテンスがあります。

これによると心の平穏を保つために情報を精査

するとともに「ときには情報の入り口である目

を閉じ、耳をふさぐことをおすすめします」と

いうくだりがあり、救われる思いをしています。 

このお正月に小松美羽さんの特番（広島放送

制作）を見ました。小松さん

は世界に“祈り”を捧げ「ア

ートは魂のくすり」と信じ、

狛犬や龍、不死鳥といった神

獣を描いて人々に祈りを届け

てきた現代アーティストです。

彼女が描くものは、この世と

魔界との境目にいる、一般的

には見えない生き物が多いのです。それを彼女

は「神獣」と表現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、彼女が創作の舞台に選んだのが 70 年ぶり

となる大規模修繕が行われた宮島・厳島神社の

大鳥居です。神の隣で日々を紡ぎ続けてきた彼

女が混迷の時代を照らすことを願い、そしてと

もに認め合う調和時代への願いを描き上げる姿

がドキュメントタッチで放送されました。 

昨年手に取っていた著書『世界の中で自分の

役割を見つけること』（ダイヤモンド社）には坂

城町の自然の中で育った少女期から美術系短大

を経て自分自身のアイデンティティを作り上げ

てく過程で心にとめていたという思いが紹介さ

れています。それは「あなたは自分の感じる心

に、水をやっているだろうか？あなたはわかっ

てもらえない自分を、時代や人のせいにしてい

ないだろうか？あなたは感じる心を持った自分

の魂を自分で守り、大切にしているだろうか？」

というものです。苦しさの中にあっても自分が

信じることに向かって純真で真摯であることの

大切さを知らせてくれます。社会的な雑音が極

端に先鋭化して私たちの心に放り込まれてきま

す。人間としての自立性が問われていると自戒

しています。 

 

     

木下の知恵袋 

 

味遊カフェ３月は、ホワイトデーに向けたパウンドケーキの 

販売を行っています。毎年、バレンタイン、ホワイトデーと 

パウンドケーキのホールを販売していますが、 

       お客様にとても好評を頂いています。 

      プレゼント用はもちろん、自分への 

       ご褒美に買っていかれる方も多いです！ 

   皆さんも、自分へのご褒美にいかがでしょうか？！ 

味遊カフェニュース 



 

前回の蓮の音こども園松原 詩織さんからバトンを受けとった 

のは ともいき宝池和順の 橋詰 萌葉 さんです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ともいきライフ月影 西澤 俊 作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

♡癒しのじ・か・ん♡ 
 

     令和 4年度も無事にニュース発行を終える事が出来ました。ニュースに関わって下さった皆様には 

感謝いたします。明照会ホームページは新規開設から約 1年が経過しました。ブログは各事業所の皆様に 

情報を更新して頂き、現在約 1万人の方達に見て頂くことが出来ています。今後も情報発信ツールとして 

より多くの方達に明照会の中身をお届け出来る様にしていきたいと思います。 

新年度まであと少し。利用者さんと一緒に歩んで行きましょう。  (塚田) 

 

  
 

リレーコラム 

橋詰さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･

『ともいき宝池慈光  富岡 紗英 さん』です。 

      よろしくお願いします！ 

 

蓮の音こども園の松原詩織さんからバトンを頂きました。とも
いき宝池和順の橋詰萌葉です。 
 
今まで熱中するものが無かった私が現在ハマっているのは宝塚

です。数年前のある日、何となく天海祐希さんのタカラジェンヌ
時代の動画を検索した事がきっかけでした。そこからどんどんと
動画を見漁って、ついには本拠地宝塚まで行ってしまいました！ 
そんな私が考えた宝塚の良い所を皆さまにお伝えします！ 
 

１ なにもかもが綺麗 
タカラジェンヌ一人ひとりはもちろんのこと、衣装やセットも
きれい。特にトップスターの衣装はビジューや刺繍が多く施さ
れていて、思わずため息が出ちゃいます。 
観劇の際はオペラグラス必須です！ 
そんな衣装を身に纏い、抜群のスタイルで歌って踊るなんて 
もはや美の暴力・・・！！ 
でもその影には、スタッフやタカラジェンヌの涙ぐましい努力
があるのです。 
 

２ 公演が終わると必ず元気になれること 
宝塚といえば大階段や羽根をイメージする方が多いと思います
が、公演の最後に行なわれる「パレード」ではそれらを見るこ
とができます。私はこれが大好きで、どんなにお芝居が悲しい
ストーリーでも「パレード」を見れば幸せな気分を味わい元気
が出る事間違いなしです！ 
 
          ・・・とおおまかに説明致しましたが、

皆様の目で観て感じてもらえれば幸いです。 
 
３０歳を過ぎ、当時は悩みも多かった私ですが、宝塚を知って

からはメンタルがだいぶ健やかになりました。 
 
また、何かにハマるということは、誰かの趣味も大切に思える

ようになることも気付かされました。 
これからも興味の赴くまま、楽しみを探していきたいです。 
（もしお好きな方がいらっしゃったらぜひお話しましょう☆） 
 


